
【施策の目的と取組・現状分析】
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和２年度の目標値達成の見込みと方向付け
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【施策の振り返り】
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【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】
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・特定健診未受診者では、40代50代の無関心層の受診率の低さや、通院中を理由にした未受診者や個人で人間ドックなどの健診を受診している住民がいることから、健康に関心があ
るにもかかわらず受診率向上につなげられていないことも課題の一つと言える。また、自覚症状のない生活習慣病に視点を当てた特定健診は、健診結果に異常があっても、結果通知
だけでは命に係わるリスクについて気づかず、受診・服薬・行動変容に結びつかないことも多いのも課題である。多くの対象者から優先順位を明確化し、個人のﾃﾞｰﾀに合った個別指導
率の増加を図る必要がある。栄養士による指導に結びつかない住民も多く、保健師による指導の中で必要性に気づいてもらうような指導技術が必要。

２の成果目標の視点から施
策全体の今後の方向性は？

健康診査の受診率向上を図りながら、疾病の早期予防、重症化予防のための保健指導により、町民の健康維持・増進を図る。

管理栄養士・栄養士による栄養指導率の向上
指導対象者に指導を受ける必要性について、気づいてもらえる効果的な指導技術向上の
ための研修会を開催。

「目指すべき状態」に対し、こ
れまでどのような取組を行い
ましたか？

▼ 「目指すべき状態」の実現に向けて、取り組んだことは何ですか？箇条書きで記載してください。

・40.45.50.55歳に対し、健診料金1,000円を無料化する取り組みを実施。
・これまでの町独自の負荷項目に加え、尿中塩分摂取量の検査を追加し、健診内容の充実を図った。
・管理栄養士を採用したことにより、特定保健指導人員を確保した。さらに栄養士を含め町全域へ栄養指導の介入を図った。
・国保ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑやﾏﾙﾁﾏｰｶｰｼｽﾃﾑの活用により、対象者の明確化を図り、全域の指導進行管理を実施。
・個人のﾃﾞｰﾀ及び理解に合わせた適切な資料を活用し、対象者が改善に向けた行動変容・継続ができるよう、保健指導技術向上のための研修会を実施し、個別支援内容の充実を
図った。
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上記を踏まえ、施策の目的
を実現させるためには、どの
ような「解決すべき問題への
方策」・「達成できた事項をさ
らに伸ばす方策」があります
か？
また具体的な対応・対策をど
うしますか？

▼　施策を実現するための「解決すべき問題への方策」と「達成できた事項をさらに伸ばす方策」を記入し、それらに対する今後の対応を具体的に記入してください。

施策における｢解決すべき問題への方策」　または
「達成できた事項をさらに伸ばす方策」

具体的な対応・対策

施策の「対象」の現状はどの
ように変化しましたか？

▼　現状把握に努めましたか。　把握した現状とその変化、町民や議会の声などを記入してください。

重症化予防指導率の向上
前年度からの継続指導者については、管理栄養士・栄養士による初回指導を可能とし、保
健師は新規指導対象者の指導を増やしていく。

・これまで地区担当制で様々な対象者への保健事業を展開する中、保健指導が後回しになりやすく指導数の増加につながらなかったことから、H30は保健指導専従保健師の配置を行
い、町全域の進行管理・支援を実施したことで、保健指導数の大幅な増加が実現した。
・特定保健指導は、保健師のみで実施していたが、H30は管理栄養士を新規雇用したことにより、保健師が生活習慣病重症化予防に従事することができ、保健指導数の大幅な増加が
実現した。また、栄養指導においてはこれまで栄養士１名で一部の重症化予防対象者に対し、個別指導を行うにとどまっていたが、２名体制になったことで指導数を増やすことができ
た。このことは単に保健指導数の増加だけではなく、命に係わる生活習慣病の予防改善になくてはならない「食生活」への介入が図れた大変意味のある指導内容であったと考える。こ
のことが対象者個人の行動変容・継続・データの改善につながったと思われる。

特定健診受診率向上
かかりつけ医と連携した未受診者対策及び町の健診以外の個人健診受診者の結果情報
提供を受け、受診率向上を図る。

特定保健指導率の向上
健診当日に判定できる保健指導対象者に対し、初回指導の分割実施をすることで、仕事の
都合などでなかなか会うことの難しい対象者の初回指導を可能にする。

・保健指導の受診者において、未受診者は受診・治療開始によりﾃﾞｰﾀの改善が図られ、特定保健指導対象者は指導レベルの改善につながっている。また、治療中ｺﾝﾄﾛｰﾙ不良者にお
いては、継続した関わりが個人の生活習慣の改善につながり、服薬が中止される程の改善が見られる等、病気があってもコントロールする力を備えた住民が増加した。自ら受診や検査
結果の報告に来るなど健康への意識・危機感が向上した住民が増えたと実感する。H29特定健診受診者のうち、メタボ該当・メタボ予備群該当者の血糖値異常者は1％であったが、
H30においては0.5％に減少していることから、取り組みの成果が見られたと考える。

２の成果目標の視点から、
成果が上がったことは何で
すか？

▼　成果があったと思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

２の成果目標の視点から、
問題点は何ですか？

▼　問題があると思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

① 大きく上
回った

指導専従保健師による全域の進行管理を実施し、結果通知時の個別配付指導が可
能になり、支所への支援も行った。

④ 達成は困
難

人材不足により90％の指導は難しいと予測される。さらに高齢者の保健事業と介護予防の
一体的実施の予定があるため、達成困難と思われる。

② 上回った
健診内容の充実と、お得な受診料金をアピールしたチラシ等の広報活動・かかりつ
け医の受診勧奨。

③ 取組改善
で達成可能

かかりつけ医と連携した未受診者対策及び町の健診以外の個人健診受診者の結果情報
提供により達成可能と考えます。

② 上回った
指導専従保健師の配置で地区担当制指導全体を進行管理し支援。管理栄養士の採
用により、全域の継続指導・指導完了が可能になった。

② このままで
達成可能

指導専従保健師の全域進行管理と、管理栄養士による継続・指導完了が可能になり、責任
を持った取組につながっており達成可能と考えます。
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44.1 60.0

評価 ▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

90.0重症化予防事業における個別指導の割合(集団健診） ％

特定健診受診率 ％ 51.6 60.0

17.5 30.0

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①特定健診受診率の向上
②特定保健指導率の向上
③重症化予防事業における個別指導率の向上

単位
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

52.3 60.0 60.0

特定保健指導率 ％ 78.4 90.0 90.8 90.0

基本目標(政策) 3-1 早期医療の充実を図ります
関係課・係

健康福祉課

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①町民が健康診査、各種検診を受診し、受診後の健康指導により生活習慣病等の重症化予防が図られ、元
気で暮らす町民が増えている。

介護保険係

住民生活課 国保年金係

3-1-2基本計画(施策)

実績値 目標値 実績値 目標値 目標値

・病気の重症化予防と医療費等の削減
伊南総合支所町民課 住民係

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 元 年度作成

目標の柱 3 誰もが健やかで安心して生活できる環境づくり
課 係

主管課・係 健康福祉課 健康増進係



12 施策を構成する事務事業

事業費(一般財源)の合計（千円）

問題

対策

58,067 53,325 68,225 62,900 68,225 62,900

成果

事業費

08

目的

概要

問題

対策

事業費

07

目的

概要

成果

0

事業実施２年目となり、月２回のペースで24回実施して延べ158人の参加者があり、数値の改善につながった。

住民係

問題 継続して参加者の増加を図る必要がある。

対策 対象者に対して運動の必要性を説明すると共に定期的に事業のPRを行う。

成果

事業費 0 0 0 0

がん検診を推進することができた。

0

06
からだ改善運動教

室事業

伊南総合支
所町民課

目的
重症化予防対象者及び特定保健指導対象者に対してトレーニングマシーンを利用した運動の場を提供し、健康なから
だをつくる。

概要 南会津町振興公社に委託（委託料ゼロ）し、伊南保健センターにおいてからだ改善運動教室を実施する。

188 633

05
がん検診総合支

援事業

1,850 1,850 1,850 1,850

事業費 220

胃内視鏡検査127名、ピロリ菌検査38名に対して助成実施し、胃がんの早期発見、早期治療が図られた。

健康増進係

問題 胃がん検診の受診率の向上を図るため、普及・啓蒙を進め、胃がん検診に対する関心を高めていくよう努める。

健康福祉課

健康増進係

目的 各種がん検診未受診者の方に検診を受診してもらう。

問題

603 633

概要 各種がん検診未受診者に対し、無料クーポン券による受診勧奨

成果

クーポン利用率が低い。

対策 引き続き、がん検診の周知啓発を積極的に行う。

603

04
胃がん施設検診
（内視鏡）事業

健康福祉課

引き続き、胃がん内視鏡検診の周知、啓発を積極的に行う。

事業費

3,7763,596 3,776

03 結核予防事業

胃がん検診(内視鏡）による予防、早期発見のための費用に対する助成

成果

3,596

目的
50歳以上の偶数年齢に該当する方を対象に、胃カメラによる内視鏡検査により、胃がんの予防、早期発見、早期治療
につなげ町民の生命を守る。

概要

対策

3,776 3,776

1,564 1,564

健康増進係

問題 BCG接種率の向上、胸部レントゲン検査受診率の向上

対策 対象者への勧奨を行う。

事業費

健康福祉課

目的 BCG、胸部レントゲン検査により、結核の予防、早期発見・早期治療につなげることにより町民の生命を守る。

概要 結核の予防、早期発見のための費用に対する助成

成果 結核の予防、まん延の防止が図られた。

対策 対象者への個別通知により予防接種勧奨を行う。

事業費 26,377 26,377 32,406

02 予防接種事業

健康福祉課

目的 予防接種を受けることにより感染症を予防し、また、そのまん延を防ぐことにより町民の生命と健康を守る。

概要

32,406 32,406 32,406

予防接種費用に対する助成

成果 予防接種により感染症の予防、まん延防止が図られた。

健康増進係

問題 接種率が低い。

01 成人保健事業

健康福祉課

目的 町民の生活習慣病等の疾病予防や健康の保持・増進のため

概要 健康診査、健康教育、家庭訪問等を通し、町民の健康づくりを支援する。

成果

健康増進係

26,310 21,600 29,560 24,265 29,560 24,265

各種検診や保健指導等により、町民の健康管理を促すことができた。

問題 各種検診や各事業に参加する人が固定化してきている。

対策 各種検診等の周知方法について検討を行う。

事業費

番
号

事務事業名
（令和元度新規事業に

★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

30年度決算額 うち一般財源 うち一般財源元年度予算額 うち一般財源 ２年度見込み額


